



































































































横太郎 (1836-1903)という人物で、神戸の宣教医テイラー (TaylorWallace， 
1835-1923)に協力したことがきっかけであった。明治10年に中川が神戸に

























治14年9月19日の項には大賀の入学に関して、“Agreedto admit Mr. Oga to 
the theological class if he shows by examination su節目entknowledge of English to 

















































Rec01由には興味深い記録が認められる。“Agreedto allow Mr. Oga to po均 ooe
































































































































































Benedetto， 1866-1952)、グァーノン卿 (VemonWiIliam Warren， 1834-1919)、パツ









ピアジ (BiagiGuido， 1855-1925)、 ミケーレ・パノレピ (BarbiMichele， 1867・
1941) といった当代随一の世界的ダンテ学者にまで広がっている。ずァーノ
ンからはReadingan the inferno 01 Danfe、Readingon the pur宮a臼rio0/ Dante、







1932)は、 TheModern Lang凶 rgeReview誌に寄せた(<DanteNotes)}で3頁に豆
り日本のダンテ研究の動向を報告しているが、それは大賀からの情報提供に
よるものである (Toynbeel925: 458-460)。それ以外にも、ダンテの邦訳書















できない(大賀1917: 37)。木村 (1954: 76)も参照。
13 
最後に大賀の生涯最大の事業であったダンテ文献収集についても言及すべ













































































・山口光朔、田中昭子(1984). r明治中期の神戸キリスト教界の史料的研究 1886 
年-1893年 J r神戸女学院大学論集J30 (3)、15.43.
• Toynbee Paget(l925). Dante Notes. The Modern Language Review、(20)、458.60.
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